
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

4-2015尾鷲幼稚園 卒園式



❷

①

　

国
の
調
査・
審
議
機
関
で
あ
る
文
化
審
議
会
は
、平
成
27
年
３
月
13
日
㈮
に

開
催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
の
審
議・
議
決
を
経
て
、１
７
１
件

の
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）の
新
登
録
に
つ
い
て
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

を
行
い
ま
し
た
。こ
の
な
か
で
、「
土
井
見
世
邸
」と
し
て
広
く
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
見
世
土
井
家
住
宅
（
主
屋
を
含
む
建
造
物
９
件
）が
、尾
鷲
市
初
の

登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、官
報
告
示
を
経
て
、正
式
に
国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録

さ
れ
る
土
井
見
世
邸
。今
号
で
は
、そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
９
３

「土井見世邸」 　　尾鷲市初の「国の登録有形文化財」へと!!
■ 

土
井
見
世
邸
に
つ
い
て

　

旧
熊
野
街
道
沿
い
、朝
日
町
の
一
角

に
静
か
に
た
た
ず
む
土
井
見
世
邸
は
、

尾
鷲
の
歴
史
と
も
関
わ
り
が
深
い
建
物

の
一
つ
で
す
。こ
の
う
ち
主
屋
は
昭
和

６
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、昭
和
初

期
に
人
気
の
高
か
っ
た
和
風
モ
ダ
ニ
ズ

ム
住
宅
で
す（
施
工：合
資
会
社
清
水
組

「
現
、清
水
建
設
株
式
会
社
」）。東
側
に

洋
館
、西
側
に
和
風
の
居
宅
を
つ
な
げ

た
構
成
で
、洋
館
部
分
は
細
部
の
意
匠

に
ア
ー
ル
デ
コ
の
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
、１

階・２
階
の
窓
に
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

取
り
入
れ
ら
れ
外
観
の
ア
ク
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、数
寄
屋
風
の

座
敷
を
並
べ
た
和
風
の
居
宅
部
分
か
ら

は
主
庭
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

街
道
か
ら
正
門
を
入
る
と
、木
造
二

階
建
て
の
主
屋
が
あ
り
、北
西
に
は
井

戸
屋
形
を
囲
う
よ
う
に
蔵
な
ど
が
建
ち

並
び
ま
す
。こ
う
し
た
付
属
の
建
物
も

よ
く
残
っ
て
お
り
、土
井
見
世
邸
は
山

林
経
営
家
の
風
情
あ
る
た
た
ず
ま
い
を

今
に
残
す
貴
重
な
建
物
群
で
す
。

　

な
お
、今
回
登
録
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
建
造
物
は
次
の
９
件
で
す
。

１
「
見
世
土
井
家
住
宅
主
屋
」

２
「
見
世
土
井
家
住
宅
本
蔵
」

３
「
見
世
土
井
家
住
宅
蔵
」

４
「
見
世
土
井
家
住
宅
納
屋
」

５
「
見
世
土
井
家
住
宅
米
蔵
」

６
「
見
世
土
井
家
住
宅
外
便
所
」

７
「
見
世
土
井
家
住
宅
井
戸
屋
形
」

８
「
見
世
土
井
家
住
宅
正
門
及
び
塀
」

９
「
見
世
土
井
家
住
宅

　
　
　
　
　
　
北
通
用
門
及
び
土
塀
」

　

土
井
見
世
邸
は
、建
造
物
と
し
て
の

価
値
が
高
い
だ
け
で
な
く
、尾
鷲
の
近

代
林
業
の
発
展
に
関
わ
る
価
値
や
、英

文
学
者
で
あ
っ
た
九
世・
治
氏
に
関
す

る
文
学
的
な
価
値
な
ど
、多
様
な
価
値

と
魅
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

③主屋と蔵の間に位置する井戸屋形。④土井家の家紋「八つ槌車」入りの鬼瓦。⑤主屋一階のご主人室。⑥納屋の換気用無双窓。 ⑦本蔵内の棚柱に
記された安政元年の地震・津波に関する墨書。⑧主屋一階の山林管理用事務室兼帳場。⑨主屋二階の廊下。⑩スクラッチタイルが施された正門と塀。



❸

「土井見世邸」 　　尾鷲市初の「国の登録有形文化財」へと!!

■ 

見
世
土
井
家
に
つ
い
て

　
見
世
土
井
家
は
、土
井
本
家
の
五
世・

八
郎
兵
衛
宗
軒
氏
の
三
男・
忠
兵
衛
氏

が
分
家
し
て
祖
と
な
っ
た
旧
家
で
す
。　

　
代
々
の
山
林
経
営
と
と
も
に
生
活
必

需
品
な
ど
の
販
売
を
行
っ
て
き
た
こ

と
か
ら「
見
世（
店
）」の
屋
号
を
も
ち
、

「
土
井
見
世
」と
呼
称
さ
れ
広
く
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　

代
々
の
当
主
に
は
、尾
鷲
組
大
庄
屋

や
初
代
尾
鷲
町
長
を
務
め
た
方
が
お
ら

れ
る
な
ど
、尾
鷲
の
歴
史
と
も
関
わ
り

が
深
い
旧
家
の
一
つ
で
す
。

■ 

文
化
財
登
録
制
度
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
未
来
に
残

し
て
い
き
た
い
風
景
。身
近
な
建
物
で

あ
っ
て
も
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
建

物
や
、時
代
の
特
色
を
よ
く
表
わ
し
た

も
の
、再
び
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
は
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
こ
れ
ら
を

守
り
、地
域
の
資
産
と
し
て
活
か
す
た

め
の
制
度
が
文
化
財
登
録
制
度
で
す
。

50
年
を
経
過
し
た
建
造
物
な
ど
で
こ
う

し
た
要
件
に
該
当
す
る
も
の
が
登
録
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■ 

登
録
有
形
文
化
財
の
件
数

　

今
回
、真
登
録
の
答
申
が
行
わ
れ
た

件
数（
全
国
で
１
７
１
件・
三
重
県
で

14
件
）を
含
め
る
と
、登
録
有
形
文
化

財（
建
造
物
）の
累
計
は
、全
国
で
は

１
０
、１
９
７
件
、三
重
県
で
は
２
１
０

件
と
な
り
ま
す
。

　
尾
鷲
市
初
の
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
る
土
井
見
世
邸
は
、今
後
、国
に
よ

る
手
続
き
が
進
み
、官
報
告
示
を
経
た

の
ち
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

①主庭から見た主屋の外観。②書斎として
使用された主屋洋館部二階の御客室。

②

③④

⑤

⑥ ⑦

⑧⑨

⑩



　平成 27 年度当初予算が第１回定例会で可決され、一般
会計予算額が 96 億 6,476 万 5 千円、特別会計・企業会
計を含めた総予算額が 191 億 2,377 万 9 千円（前年度比
1.9％減）となりました。
　今回の予算は、市の財政が依然厳しい状況ではあります
が、「 尾鷲人づくり」の更なる推進に向け、総合的かつ戦
略的に推進していく予算となっています。また、国の平成
26 年度補正予算（第１号）において、「地域住民生活等緊
急支援のための交付金」が創設されました。本市において
も、当該事業費として「地方創生先行型」4,453 万 1 千円、

「地域消費喚起・生活支援型」4,271 万 3 千円を平成 26 年
度補正予算（第 7 号）に計上し、繰越事業として平成 27 年
度当初予算と一体ととらえ実施していきます。
◆ 歳入
　市税は、地域経済の低迷による市民税の減収と評価替に
よる固定資産税の減収により、前年度に比べ 1 億 215 万
3 千円（4.5％）減の 21 億 4,473 万 1 千円を見込んでいま
す。また、国から交付される地方交付税は、前年度に比べ
5,000 万円（1.5％）増の 33 億 6,000 万円を見込んでいま
す。一方、市の借金である市債は、曽根コミュニティセンター
建設事業債、保育所施設整備事業債などを計上し、前年度
に比べ 1 億 7,900 万円（13.7％）減の 11 億 2,310 万円を
見込んでいます。
◆ 歳出
　目的別の構成比をみると、民生費 35.7％、総務費
14.4％、衛生費 14.0％となっており、この 3 費目で全体
の約 6 割を占めています。
　前年度と比較して増額の主なものは、総務費で、職員人
件費、エリアワンセグ受信端末整備事業費、業務委託料の
増等により１億 4,025 万 4 千円（11.2％）の増、民生費で、
保育所施設整備事業費、扶助費の医療扶助費の増等により、
8,686 万円（2.6％）の増となっています。
　減額の主なものは、教育費で、学校耐震整備事業の完了
等により 4 億 3,771 万 4 千円（38.4％）の減となっていま
す。

平成 27 年度の主な事業
・コミュニティセンター等建設事業（1億 761万 9千円）

曽根コミュニティセンターを新築し、より良い環境を提
供することで、地区住民の活動拠点・憩いの場として活
用できる施設の整備を行います。

・保育所施設整備事業（3億 3,556 万 7千円）
津波浸水予想区域に立地する保育園や耐震化整備が成さ
れていない３つの保育園（尾鷲第三保育園・尾鷲第四保
育園・矢浜保育園）について、安全な場所への移転を含
めた整備を実施することにより、入所児童に安全・安心
な保育を提供します。

・エリアワンセグ受信端末整備事業（9,049 万 8千円）
平成 26 年度より実施しているエリアワンセグ受信端末
整備を平成 27 年度も引き続き実施していきます。エリ
アワンセグの活用については、防災情報の配信や市の様々
な情報発信のほか、平成 27 年第２回定例会より議会中
継の試験放送を予定しています。

❹

平成 27 年度 尾鷲市の予算と施策 一般会計 96 億 6,476 万 5 千円
前年度に比べ 3 億 3,523 万 5 千円（3.4％）減

市税 22.2%
21億4473万1千円

繰入金 7.9%
7億5904万5千円
使用料及び手数料 
1.4%
1億3681万1千円

地方消費税交付金 2.6%
2億5411万7千円

分担金及び負担金 
1.3%
1億2835万8千円

諸収入 0.9%
8820万円
そのほか 0.4%
3575万3千円

地方交付税 34.8%
33億6000万円

市債 11.6%
11億2310万円

国庫支出金 9.7%
9億3848万8千円

県支出金 6.3%
6億1156万2千円

歳入内訳
自主財源

32億9289万8千円
34.1％

依存財源
63億7186万7千円

65.9％

そのほか 0.9%
8460万円

歳出内訳

民生費 35.7%
34億4974万4千円

総務費 14.4%
13億9531万5千円

そのほか 0.1%
800万円

商工費 1.4%
1億3239万８千円

衛生費 14.0%
13億5329万3千円

公債費 11.5%
11億1615万1千円

教育費 7.3%
7億85万7千円

消防費 6.3%
6億415万9千円

農林水産業費 4.9%
4億7639万1千円

土木費 3.0%
2億8784万1千円

※割合は四捨五入によるため合計に合わない場合があります。

特別会計名 予算額 前年度比
国民健康保険事業会計 30 億 2474 万 1 千円 ＋ 4.3％
後期高齢者医療事業会計 5 億 9000 万 7 千円 － 0.1％
公共下水道事業会計 276 万 6 千円 0％

企業会計名 予算額 前年度比
病院事業会計 49億4436万9千円 －3.3％
水道事業会計 8億9713万1千円 ＋1.8％

お問い合わせ　財政課　☎�８１４１

議会費 1.5%
1億4061万6千円



❺

市制施行 60 周年記念　四季の尾鷲フォトコンテスト審査結果

市長への手紙にお答えします
市政に携わる職員にプロ意識を！

もう少し、職員のモラル（士気）向上、接遇
に力を入れて下さい。

回答
　貴重なご意見を賜りありがとうございます。
　私たち職員は、市民の皆さまのニーズに対応
するため、市民の皆さまから負託されて行政
サービスを提供する重要な使命を担っており、
市職員として、この使命を自覚し、誇りと情熱
をもって仕事に取り組まなければなりません。
　本職では、「地域に求められる施策を自己決
定と自己責任のもと実施していく自治体とす
べく、諸課題に果敢に取り組み、尾鷲市をリー
ドしていく人材の育成に努めていますが、貴殿
ご指摘のとおりプロ意識に欠ける職員も散見
されることもあり、その都度注意喚起を行うと
ともに、総務課より所属長、職員に直接注意を
行っており、今後も人事管理の徹底を図ってま
いります。

生ごみを少しでも減ら
すために、生ごみ処理
機の購入に補助金を！

防災無線が聞き取れま
せん。
戸別受信機は本人負担で購
入とのことでしたが、ワン
セグは無料配布と聞きまし
たが、全地域に配布される
のですか？

回答
　エリアワンセグの受信端
末は、本年度から浸水域に
近い地域及び災害で孤立の
恐れが強い地域を優先に配
付しており、平成 27 年度に
は市内全戸に配付する予定
ですすめております。なお、
端末は、無償貸与となって
おります。

回答
　電動生ごみ処理機及び生
ごみ処理容器の購入に対し
ては補助制度を設けており、
毎年、詳しくは広報おわせ
の紙面でお知らせしていま
す。
　補助金の額は、購入額の
半額ですが上限を設けおり、
電動生ごみ処理機は１世帯
あたり１機とし上限３万円、
生ごみ処理容器は１世帯当
たり２基までとし２基に対
して上限３千円となってお
りますので、よろしくお願
いします。

総合グランプリ賞
「あぶり」

新開 保次 さん ( 倉ノ谷町 )

春の部　最優秀賞
「大々漁」

亀田 憲輝 さん（南陽町）

夏の部　最優秀賞
「波と戯れる」

宇利 和也 さん（中村町）

秋の部　最優秀賞
「祭りを終えて」

亀田 憲輝 さん（南陽町）

冬の部　最優秀賞
「エビ網漁の人達」

宮原 義人 さん（倉ノ谷町）



特別尾鷲産材活用促進事業
■補 助 金　100 万円

現在、建築予定地が未施工であり、交付決定後に施工が可能な人
が対象です。また、次の主な要件を満たすことが必要です。

① 構造材
構造材に、尾鷲産材（市内の製材所から出された木材）を 100％
使用すること。

② 内装材
主要な部屋の内装材に、尾鷲産材（市内の製材所から出された木
材）を合計 16.5㎡以上使用すること。

③ 設計・施工
市内の設計業者、施工者による建築とすること。

④ 住宅展示会
市と協議し、土曜日・日曜日の２日間、尾鷲産材住宅としてモデル住宅展示会の開催に協力できること。

⑤ 合併処理浄化槽
合併処理浄化槽を設置すること。

※補助要件の詳細ならびに申請時の添付書類等については、特別尾鷲産材活用促進事業補助金要領に基づきます。
■申 請 期 間　平成 27 年６月１日㈪から平成 27 年 7 月 17 日㈮までの期間に、申請書を提出してください。
■抽 選　申請者多数の場合は、厳正な抽選を実施し決定いたします。あらかじめご了承ください。

　　　　　　詳しくは、お問い合わせください。　　　　　　　お問い合わせ　木のまち推進課　☎�８２２４

❻

三重県知事選挙・県議会議員選挙執行予定
投票日時　４月12日㈰　午前７時～午後６時

期日前投票
■ 投票日に仕事やレジャーなどで投票に行くことが
　できない人は期日前投票をすることができます。
◆期間

知 事 選　　３月 27 日㈮～４月 11 日㈯ 
県議会議員選　　４月  ４日㈯～４月 11 日㈯ 

◆投票時間
午前８時 30 分～午後８時

◆場所　
市役所１階　選挙管理委員会

投票所入場券と選挙公報
　投票所入場券は３月中に郵送しています。選挙公報は
各世帯に配布します。
　入場券はハガキ形式で圧着されて三つ折りになってい
ますので広げてください。
※ハガキ１枚につき同一世帯２人分までの入場券となり
　ます。
※今回から、入場券の裏側に期日前投票宣誓書があり、
　事前に記入しておくと受付手続きが簡単になります。

お問い合わせ　選挙管理委員会　☎�８１１５

尾
鷲
産
材
の
活
用
例

尾鷲の木で家を建てる人を支援します
　市では、尾鷲産材の活用促進と市内木材産業の振興を目的に、「市内に住宅を建てる人」を支援していますが、
このたび、国の地域住民生活等緊急支援交付金を活用し、新たな補助を実施することになりました。
　この事業の主な要件として、ヒノキやスギなどの尾鷲産材を用いることとし、「80㎡以上の住宅を新築する
人」を対象に、100 万円（１棟限定）を補助します。
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４月 20 日㈪
梶賀漁協前 9:00 ～ 9:05
曽根コミュニティーセンター前 9:15 ～ 9:20
賀田コミュニティーセンター前 9:30 ～ 9:45
古江コミュニティーセンター前   9:55 ～ 10:10
北輪内センター前 10:20 ～ 10:40
三木浦漁協前 10:50 ～ 11:10
早田漁協前 11:30 ～ 11:35
九鬼消防団車庫前 11:45 ～ 12:00

4 月 21 日㈫
行野コミュニティーセンター前 9:00 ～ 9:05
大曽根駅前 9:15 ～ 9:20
旧向井農協前 9:30 ～ 9:50
矢浜コミュニティーセンター前 10:00 ～ 10:20
天満集会所前 10:30 ～ 10:50
せぎやまホール前 11:00 ～ 12:00

4 月 23 日㈭
須賀利センター前 9:00 ～ 9:10
北浦児童公園 10:00 ～ 10:30
駅前児童公園 10:40 ～ 11:10
泉集会所前 11:20 ～ 12:00

4 月 24 日㈮
光ヶ丘市営住宅上公園 9:00 ～ 9:30
三重県尾鷲庁舎裏   9:50 ～ 10:50
市役所地下駐車場 11:00 ～ 12:00

※料金　注射のみ 3,200 円、登録と注射　6,200 円　

　猫の避妊や去勢手術をする人に、補助金を交付
します。ただし、予算に限りがあるため、なくな
りしだい終了となります。
　詳しくはお問い合わせください。
補助金額　オス　2,000 円、メス　4,000 円

犬の登録と狂犬病予防接種
犬の登録は生涯に１回、狂犬病予防接種は毎年１回です。今年度は下記の日程で行います。

※犬が死亡した場合は、必ず市民サービス課まで連絡
　してください。

猫避妊・去勢手術費補助金

お問い合わせ　市民サービス課　☎�８２５０

コミュニティ助成事業完了のお知らせ
　財団法人自治総合センターの宝くじ社会貢献広報事
業「コミュニティ助成事業」を活用し、三木浦地区に椿油
搾油機、電動粉砕機、ユニカールセットを導入しました。
　今後コミュニティ活動を活発なものとするため役立て
ていきます。

　　　お問い合わせ　
市民サービス課　☎�８２５０

国民年金のおしらせ
　平成 27 年４月から平成 28 年３月までの国民年金保険料は
月額 15,590 円です。４月上旬に届く納付書で、最寄りの金融
機関やコンビニエンスストアで納めることができます。また、
納付書での「前納制度」の他に、「口座振替（口座引き落とし）」で
さらにお得な「前納制度」や「早割」もあります。
　１年分をまとめて現金で支払う１年前納（４月末までにお支
払い）は年間 3,320 円、半年分をまとめてお支払いいただく半
年前納（４月～９月分は４月末、10 月～翌年３月分は 10 月末
までにお支払い）は 760 円の割引になります。
　口座振替での２年前納（２月末で受付終了）は２年間で
15,360 円、１年前納（２月末で受付終了）は年間 3,920 円、半
年前納は 1,060 円の割引になります。（４月～９月分は２月末
で受付終了、10 月～翌年３月分は８月末までに申し込みが必
要）
　早割では、本来翌月末までにお支払いいただく保険料を、当
月末の口座振替にすることで、月々 50 円（年間 600 円）の割
引になります。原則として、初めて口座振替を申込んだ人の初
回は、前月分（割引なし）と当月分（50 円割引）の２カ月分の保
険料の引き落としとなります。
　　　　　　　お問い合わせ　尾鷲年金事務所　☎� 2340
　　　　　　　　　　　　　　市民サービス課　☎� 8161

正確な住所のお届けについてのお願い
　住民登録は、氏名、生年月日、性別、住所、世帯主との
続柄などが記録され、国民健康保険、児童手当など様々な
行政サービスを受けるにあたっての基礎となる重要なもの
です。
　各種行政サービスを確実に受けられるようにするため、
引っ越しなどでご住所を移された人は速やかに住所変更の
届出を行ってください。また、現住所での届出をしていな
い人は、正しい住所への変更届を行ってください。
　正しい住民登録がなされない場合は、サービスを受けら
れなくなるほか、場合によっては住民票が消除される場合
があります。
　本人様以外の方が住所変更の届出に見えた場合、委任状
等が必要となる場合があります。また、平成 25年１月よ
り、住民票の住所への方書記載（アパート名、部屋番号など）
を承っております。希望する人は下記までお問い合わせく
ださい。

お問い合わせ　市民サービス課　☎� 8 1 6 1
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　中央公民館と各コミュニティーセンターでは、次のとおり、平成 27 年度に開催する「講座」や「サークル」の参加
者を募集します（１人で複数の講座・サークルに参加することもできます）。
　それぞれで募集方法や募集期間が異なりますので、詳しくは、講座などを受け持つ各施設まで直接お問い合わせく
ださい。また、応募多数の場合は抽選に、希望者が 10 人未満の場合は開講できない場合もありますので、ご了承く
ださい。（※内容や時間など、今後変更される場合があります。）

中央公民館　☎㉒０００１
名称 内容 実施日 対象 定員

ふるさと大学 人生をより豊かに、生涯学習 年 6 回　第 1 火　9:30 ～ 一般 40 人
俳句教室 俳句を初歩から楽しんでみよう 年 10 回　第 2 木　10:00 ～ 一般 20 人
アトリエ✿フラワー 生活空間に、お花を取り入れ癒しを 年 5 回　第３・第 4 木　19:00 ～ 一般 25 人
男の包丁クラブ あなたの厨房デビューをお手伝い 年 4 回　第３木　10:00 ～ 一般 25 人
私もできるエコ料理 楽しみながら、ヘルシークッキング 年 4 回   第１・第２水　10:00 ～ 一般 30 人
短歌教室 初歩から一緒に楽しみましょう 年 9 回　第３・第４木　14:00 ～ 一般 20 人
ストリートダンス教室 ダンスでリフレッシュしましょう 月 2 回　第 1・第 3 火　18:30 ～ 一般 30 人
ハワイアンダンス 南国ダンスにチャレンジしませんか 月 2 回　第 2・第 4 水　10:00 ～ 一般 20 人
リラックス★ヨガ 体からリフレッシュしませんか 月 2 回　第 2・第 4 金　10:00 ～ 一般 30 人
リラックス★ヨガ（夜） 体からリフレッシュしませんか 月 2 回　第 1・第 3 水　19:30 ～ 一般 30 人
筆ペン教室 冠婚葬祭の字を自分で書こう 月 2 回　第 2・第 4 木　17:30 ～ 一般 20 人
書道クラブ 毎週金　19:00 ～ 一般
絵画クラブ 第 1・第２土　10:00 ～ 一般
書道かなクラブ 月 2 回　木　13:00 ～ 一般
たのしくうたおう 第 3 水　13:30 ～ 一般
古典に学ぶ 第 3 火　13:30 ～ 一般

矢浜コミュニティーセンター　☎㉒６３６７
成人学級 布ぞうり、物つくりなどを通しての仲間作り 年 15 回程度　随時 一般 15 人
ゆる体操 運動の苦手な人でもＯＫ！ゆったりリラックス 年 14 回　木　13:30 ～ 一般 20 人
フラダンス教室 心地よいリズムにあわせて踊りましょう 年 18 回　火　10:00 ～ 一般 15 人
初めてのパン教室 家庭でもできる簡単なパン作りを学ぶ 随時 一般 10 人
ちぎり絵教室 指先を使って脳の活性化 年 3 回　第 4 金　13:30 ～ 一般 10 人
エアロビクス教室 有酸素運動でシャイプアップ 年 8 回　土　13:30～（1月～3月） 一般 20 人
シニア学級（高齢者学級） 健康で楽しい人生を 年 8 回　金　13:30 ～ 60 歳以上 20 人
体験学習 キッズクッキング・工作など 随時 小学生 12 人
英語であそぼう 歌っておどって英会話 年 6 回　土　13:30 ～ 小学 1 ～ 4 年生 12 人
太極拳サークル 金　19:00 ～ 一般
ヨガサークル 月 2 回程度　金　10:00 ～ 一般
キュッと愛好会（エアロビ） 毎週　水　19:30 ～ 一般
なでしこ（人形劇） 毎週　水　19:30 ～ 一般
古布サークル 月 1 回　土　13:15 ～ 一般

向井コミュニティーセンター　☎㉒４９７５
ゆる体操教室 体をゆるめてリラックスしよう 毎月第 1 火　13:30 ～ 一般 20 人
陶芸教室 自分だけの器をつくろう 年 1 回（4 日間）　土 ･ 日　13:00 ～ 親子・一般 20 人
ちまき・おさすり作り 楽しく作っておいしく食べよう 6 月　旧端午の節句頃 幼児～一般 50 人
自然トレッキング 語り部と歩く熊野古道は一味違います 年 2 回　春 ･ 秋 親子・一般 20 人
布ぞうり教室 服の再利用・布ぞうりを作ろう 年 2 回　随時 一般 20 人
エコクラスト教室 クラストテープでカゴやバック作り 年 4 回　随時 一般 20 人
手芸教室 和から洋までいろんな手作りを楽しむ 年 5 回　毎月第 1 土　9:30 ～ 一般 10 人

大曽根コミュニティーセンター　☎㉓８２５０（市民サービス課）
空手教室 空手の型・技を学ぶ 毎週　火 ･ 木 ･ 土　19:00 ～ 幼児～ 20 人
ゆる体操教室 体をゆるめてリラックスしよう 毎月　第１火　10:30 ～ 一般 20 人

行野コミュニティーセンター　☎㉓８２５０（市民サービス課）
いきいき体操教室 体からリフレッシュ 年 10 回　5 月～ 一般 10 人
手作り教室① エコクラフト梱包用のヒモでカゴ作り 7 月～ 一般 10 人
手作り教室② 家にある布で小物作り 6 月～ 一般 10 人

この色は講座です この色はサークルです

中央公民館・各コミュニティーセンター の講座・サークル参加者を募集します



❾

須賀利コミュニティーセンター　☎㉖２２６０
高齢者教室 心豊かに楽しい時間を過ごそう 年 2 回　随時 高齢者 10 人
成人学級 手作り教室等 年 3 回　随時 一般 10 人
パッチワーク教室 手作りの良さを楽しみましょう 月 1 回　第 1 木　13:30 ～ 一般 10 人
料理教室 バランスの良い食生活で健康に 年 1 回　随時 女性 20 人

九鬼コミュニティーセンター　☎㉙２１６４
手作り学級 味噌作り他 年 3 回 一般 15 人
成人学級 健康と暮らしをテーマに 年 3 回 一般 20 人
郷土歴史教室 ふるさとの歴史を学ぶ 月 3 回　第 1･2･3 水　10:00 ～ 一般 15 人
歌声教室 あなたも歌ってみませんか 月 2 回　第 2･4 水　13:30 ～ 一般 15 人
気功教室 肩こりや健康のために 月 3 回　第 1･2･3 金　14:00 ～ 一般 15 人
パッチワーク教室 布で作る楽しみを 月 1 回　第 4 水　13:30 ～ 一般 10 人
微笑み学級 片寄らない食事の献立を学ぶ 年 4 回 一般 15 人

早田コミュニティーセンター　☎㉙２１３９
ふれあい学級 世代間のふれあい交流を深める 年 2 回　４月～３月 子ども～一般 20 人
すこやか学級 健やかに過ごすための健康作り 年 8 回　４月～３月 一般 20 人
手作り学級 手作りを通してゆとりのある暮らし 年 3 回　5 月～2 月 一般 15 人
茶道教室 表千家の簡単な作法を学ぶ 年 10 回　5 月～ 2 月 一般 15 人
書道教室 大筆・小筆・ボールペンなど好きな筆で学ぶ 月１回　第２水　9:30 ～ 一般 10 人

三木浦コミュニティーセンター　☎㉘２８３７
ツバキ教室 椿油の可能性を求めて・・・ 年 10 回　随時募集 一般 30 人
太鼓教室 伝統の和太鼓を学ぶ 毎週木　18:30 ～ 小・中・一般 20 人
パッチワーク教室 趣味的向上をはかる 第 2･4 火　19:00 ～ 一般 20 人
フラダンス教室 フラダンスで楽しく足腰を鍛える 第 1･3 木　9:30 ～ 一般 20 人
手作り教室 昔ながらの手作り味噌（４月予定）＆小物作り等 年 5 回　随時募集 一般 20 人
交流教室 世代間交流を通して人の輪を広げよう 年 3 回　随時募集 幼～高齢者 20 人

三木里コミュニティーセンター　☎㉘２２７４
野外教室 写真教室・星空観察会 年 2 回 一般 15 人
体験教室① 地域の食文化を継承していく：麦味噌作り 年 1 回　6 月末 一般 15 人
体験教室② みきさとのうまいもんを体験 年 2 回　5 月～ 12 月 一般 12 人
生花教室 伝統文化を学ぶ 年 10 回　第 4 土　13:30 ～ 一般 15 人
歌声教室 笑顔で若わかしく！みんなで楽しく交流 年 10 回　第 2 木　14:00 ～ 一般 30 人
体操教室 ストレッチ体操他 年 6 回　第 3 金　19:00 ～ 一般 15 人
料理教室 親子の食育教室＆良い食生活 年 2 回 一般 15 人
陶芸教室 始めよう陶芸 年 1 回 一般 10 人
成人学級 日々の生活にうるおいを！ 年 4 回 一般 15 人
輪内空手サークル父母会 毎週木　18:00 ～ 一般
輪内空手サークル父母会 毎週土　15:00 ～ 一般
三木里盆踊り保存会 7 月～ 8 月　19:00 ～ 一般

古江コミュニティーセンター　☎㉗２７６９
おもてなしマナー教室 煎茶を通して文化や季節を楽しみましょう 月 2 回　金 ･ 土 一般 10 人
ひのき教室 尾鷲ひのきの香りとともに物作り 年 3 回 子ども・一般 15 人
フラダンス教室 ハワイアン・ソングで心身ともにリフレッシュ 第 1･3 木　正午～ 一般 15 人
陶芸教室 世界に一つだけの作品を作ろう 年 1 回　(4 日間 ) 一般 10 人
古江ふるさと学級 世代間交流を通してふるさとの良さを伝えよう 年 3 回 子ども・一般 15 人
成人学級 いつもニコニコ健康に！（料理教室・物作り他） 年 4 回 一般 15 人
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流パート 2 年 6 回　5 月～3 月 ５歳以上 30 人
民踊 第 1･3 土　11:00 ～ 一般
カラオケ教室 第 1･3 水　13:00 ～ 一般
カラオケ愛好会 第 1･3 木　19:00 ～ 一般
社交ダンス 毎週金　19:00 ～ 一般
大正琴 第 2･4 金　13:30 ～ 一般
ひなげし短歌 月 1 回 一般
思いやりグループ（手芸） 第 2 土　9:00 ～ 一般
←次のページに続きます。

中央公民館・各コミュニティーセンター の講座・サークル参加者を募集します
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この色は講座です この色はサークルです

賀田コミュニティーセンター☎㉗２０８８
チャレンジ学級 健康で豊かな生活を過ごす。料理他 年 5 回 一般 20 人
なかよし学級 種から育てる花作り・料理・野外活動 年 7 回 子ども・一般 20 人
手芸教室 エコテープを使って小物作り 年 3 回（子ども対象 8 月） 子ども・一般 15 人
陶芸教室 自由な発想で、自分だけの作品を作ります 年 1 回（4 日間） 一般 15 人
いきいきダンス教室 楽しく踊って筋力アップ！ 月 1 回　第 1 火　10:00 ～ 一般 15 人
健康教室 日常生活に運動する習慣を身につけましょう 年 5 回 一般 15 人
パッチワーク教室 基礎から学びます 月 1 回　第 3 水　9:30 ～ 一般 15 人
ふるさと体験教室 ふるさとの良さを再発見してみましょう 年 4 回 一般 20 人
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流パート 2 年 6 回　5 月～3 月 5 歳以上 30 人
カラオケ（梅） 第 1･2･3 火　13:00 ～ 一般
カラオケ（コスモス） 第 2･3･4 水　13:00 ～ 一般
大正琴教室 第 2･4 木　13:30 ～ 一般

曽根コミュニティーセンター☎㉗３１４１
ちぎり絵教室 手先を使って老化防止に 年 9 回　13:30 ～ 一般 10 人
刻字教室 心に残る文字を板に刻みましょう 第 4 金　9:30 ～ 一般 10 人
短歌教室 心の思いを短歌に 第 3 水　9:00 ～ 一般 10 人
ハンドメイド学級 手づくりを楽しみましょう 年 5 回 一般 10 人
ピンポン学級 運動不足の解消に 火　10:00 ～ 一般 希望者
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流パート 2 年 6 回　5 月～3 月 5 歳以上 30 人
グランドゴルフ 毎週　火　13:00 ～ 一般

梶賀コミュニティーセンター☎㉗３４３０
婦人学級 趣味の幅を広げ心豊かに 年 2 回　随時 婦人 10 人
子ども学級 地域の先生に学び、いろんな事にチャレンジ！ 年 3 回　随時 小・中学生 10 人
環境学級 環境活動に取り組み、町づくりを考える。 年 3 回　随時 小・中・一般 20 人
編み物教室 流行の棒針編みで、小物からセーターまで 月 2 回　第 2･4 土　13:00 ～ 一般 10 人
パッチワーク教室 布の組合せを楽しみ、オリジナルの作品を 月 2 回　第 1･3 木　9:30 ～ 一般 10 人
陶芸教室 土のぬくもりを感じて、花器や雑食器を作ろう 年 1 回 一般 10 人
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流パート 2 年 6 回　5 月～3 月 5 歳以上 30 人

名称 内容 実施日 対象 会費

子ども読書会 おすすめ本の紹介や感想文の書き方指
導・コンクール等を行います。

毎月　第 2 土　14:00
～ 小学 1 ～ 3 年生

尾鷲手づくり絵本の会 絵とお話を考える事から製本まで、自分
だけの絵本を作ります。

毎月　第 1 土　13:00
～

小学生以上､
幼児は親子で 年 1,500 円

ポランの会 テーマ別に子どもの本を読み、意見交換
をします。おはなし会へも出向きます。

毎月　第 3 木　10:00
～ 一般 年 1,000 円

本を読む会 色々なジャンルの本を読み合う会で、講
師の解説もあります。

毎月　第 3 水　13:30
～ 一般 月 500 円

おはなしポケット 乳幼児を対象に読書ボランティア活動を
行います。 毎月　第 4 木　9:30 ～ 一般 年 1,000 円

よもやまばなし 読み継がれている名作を読み、意見交換
をします。

毎月　第 3 水　19:00
～ 一般

わらべうたの会 全国のわらべうたをたのしみながら、地
元の採譜もはじめます。

毎月　第 3 木　13:30
～ 一般

図書館　講座・サークル会員募集

申込受付は４月４日㈯からで、５月開講です。　　　　　　　　　　　　申込・お問い合わせ　図書館　☎�８２８２
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おわせファミリーサポートセンター
　「所用で保育園の迎えの時間に間に合わない」など困っ
たときにサポーターを紹介します。
　利用には登録が必要で、新規会員（依頼会員・援助会員）
を募集しています。
●依頼会員とは
　子どもを預けたり送迎してほしい人など。
　利用料　午前７時～午後８時・・・１時間 700円
　そのほかの時間・・・・・・・・・１時間 800円
●依頼会員の条件は
市内に在住または勤務する人で、０歳から小学６年生ま
での子どもを養育している人。

●援助会員とは
子どもが好きで、子育ての経験を活かし、皆さんの子育
ての応援がしたい人など。

●援助会員の条件は
市内在住の 20歳以上の人。
※事前に、育児に関する講習を受けていただきます。

お問い合わせ
　おわせファミリーサポートセンター（福祉保健課内）

☎�８２０２

子育て支援センター「ちびっこひろば」
　尾鷲第二保育園内に開設している子育て支援セン
ター「ちびっこひろば」では、育児相談や親子教室、園
庭解放などを行っています。子育ての相談だけでなく、
親子や地域とのコミュニケーションの場としても、気軽
に利用してください。
●育児相談
電話・面接・訪問などで、しつけ・食事・病気の悩みな
どの相談に応じています。
月曜日～金曜日　午前９時～正午、午後１時～３時

●ふれあいデー（センター解放）
親子で楽しく遊んだり、交流を深めていただくため、
センターを開放しています。

　月曜日～金曜日　午前９時～正午、午後１時～３時
●ちびっこひろば親子教室
グループごとに毎日１回開催し、子育てについての講
話や楽しい親子のふれあい遊びを紹介します。

※開所式は４月９日㈭と 10日㈮の午前 10時 30分
　から、センターでグループごとに行います。
　　　　　　　　お問い合わせ

　ちびっこひろば　☎�２６００

平成27年４月１日より児童扶養手当・特別児童扶養手当の支給額が変更されます。

◆ どこが変わるの？
　医療費助成の対象年齢が、次のとおり引き上げとなります。
　平成 27 年３月までは、小学校卒業（12 歳になった日以後最初の３月 31 日）までの人が対象となっていましたが、４
月からは、入院分のみ中学校卒業（15 歳になった日以後最初の 3 月 31 日）までの人が対象となります。ただし、保護者の
所得制限があります。（※通院分はこれまで通り小学校卒業までです。）

時　期 対象者の範囲 所得制限 入院時食事療養費の助成入院 通院
平成 27 年 3 月受診分まで 12 歳年度末 12 歳年度末 有 無
平成 27 年 4 月受診分から 15 歳年度末 12 歳年度末 有 無

◆ 助成のしくみ
　現在、県内の医療機関での受診分については、入院・通院ともに診療を受けた医療機関等（歯科医院、調剤薬局を含む）の窓
口で受給資格証と保険証を提示し、窓口でいったんお支払いいただきます。その後、診療月より早くて２カ月後に助成金を振
込することになっており、小学校卒業までの人については４月以降も変わりません。
※拡大となる中学生の入院分につきましては、中学生には受給資格証は発行いたしませんので、入院された場合は、その領収

書と保険証を福祉保健課まで持参し申請してください。（県外の医療機関受診分の申請方法と同様です。）申請後、保護者
の所得判定を行ない、助成を決定いたします。

◆ 注意事項
・中学生には受給資格証を発行しませんので、小学校卒業後に返却してください。
・住所・保険証等の変更があった場合は、印鑑・受給資格証を持参し、速やかに届け出てください。

お問い合わせ　福祉保健課　☎�８２０２

平成 27年４月から「子ども医療費」助成の対象年齢が拡大されます！

◆ 特別児童扶養手当制度
身体や精神に障害のある 20歳未満の子ども
を養育している父母などに特別児童扶養手当
を支給し、児童の福祉の増進を図るための制
度です。
（金額改定について）
障がい等級１級の人は、51,100 円、２級の
人は、34,030 円となります。
※平成 26年 12 月～平成 27年３月分につ
いては、以前の支給額となりますので注意し
てください。

◆ 児童扶養手当制度
父母の離婚等により、父又は母と生計を同じくしていない子どもが育
成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立の促進に寄与し、子
どもの福祉の増進を図ることを目的とした制度です。
（額改定について）
手当の額は、請求者及び配偶者、扶養義務者の前年所得によって決ま
ります。
全部支給の人は、42,000 円、一部支給の人は所得に応じて、
41,990 円から 9,910 円までの 10円単位の額。
※平成26年12月～平成27年３月分については、以前の支給額とな
　りますので注意してください。
※児童が２人の場合は、上記金額に 5,000 円の加算、３人以上はさら
　に 3,000 円ずつ加算されます。 お問い合わせ　福祉保健課　☎�８２０１
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 今号は、市内で行なわれた卒業式の様子を
紹介します。とても感動的な場面に立ち会
えることができました。

賀 田 小 学 校

宮之上小学校

尾 鷲 小 学 校
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☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申込ください☆

３/11 ㈬ 地震津波災害発生時における三重紀
北消防組合消防本部と各署所による災害対応訓
練が行われました。（古戸野町など）

３/ ９㈪ 雨が降るなか、自殺対策強化月間街頭
キャンペーンが行われ、市民の皆さんに啓発品
を配布しました。（古戸野町、瀬木山町）

２/25 ㈬ 第２保育園で行われた「ちびっこひ
ろば」。おもちゃで遊んだり、おやつを食べた
りして、こどもたちはとても楽しそうでした。　

２/28 ㈯ 早田町での「寒ブリまつり」。市内外
からたくさんの人が集まり、寒ブリなどを使っ
た料理が振舞われました。

岩
いわもと

本 ちづるちゃん
（北浦東町、父・純　母・慶子）

お姉ちゃん大すき！
ちーちゃんです！
よろしくね。

歌 が 大 好 き で 踊 る く ー
ちゃん♡これからも元気
ですくすく育ってね♡

宮
みやはら

原 紅
く れ あ

杏ちゃん
（北浦町、父・拓也　母・祐子）

橘
きつやま

山 丈
じょうじ

嗣くん
（宮ノ上町、父・真弥  母・侑加）

い つ も 元 気 い っ ぱ い ☆
車 で 遊 ぶ の が 大 好 き な
ジョーくんです

中
なかひら

平 凰
お う み

湊くん
（泉町、父・智晃  母・友理奈）

じぃじ、ばぁばが大好き♡
元気いっぱいのおうちゃん
です



⓮

　
市
立
中
央
公
民
館
は
、
１
階
郷

土
室
・
ロ
ビ
ー
、
２
階
図
書
館
・

図
工
室
・
調
理
室
、
３
階
講
堂
、

各
階
に
は
会
議
室
な
ど
、
目
的
に

応
じ
た
様
々
な
諸
室
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
市
民
講
座
や

サ
ー
ク
ル
の
学
習
を
は
じ
め
、
社

会
教
育
・
地
域
・
生
活
文
化
の
振

興
・
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
の
活

動
を
行
な
う
団
体
の
ほ
か
、
多
く

の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
公
民
館
は
社
会
教
育

施
設
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
公
序
良
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
や
社
会
教
育
法
第
23
条

（
営
利
・
政
治
・
宗
教
に
関
す
る

利
用
制
限
）の
規
定
に
反
す
る
場

合
な
ど
、
利
用
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
は
じ
め
て
利
用
す
る
場
合
は
、

電
話
な
ど
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
今
号
の
Ｐ
８
～
Ｐ
10
で
は
、
中

央
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル
の
参

加
者
募
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
初
歩
か
ら

学
べ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
い

ろ
い
ろ
な
講
座
や
サ
ー
ク
ル
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
規
講
座
の
ご
案
内

①
古
典
に
学
ぶ

　
徒
然
草
１
を
学
び
ま
す
。

　
５
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の
毎
月

　
第
３
火
曜
日（
予
定
）

②
リ
ラ
ッ
ク
ス 

★ 

ヨ
ガ

　
皆
さ
ん
の
要
望
に
合
わ
せ
て
夜

　
間
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ヨ
ガ
を
は

　
じ
め
ま
す
。

　
５
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の
毎
月

　
第
１・３
水
曜
日（
予
定
）

　
な
お
、
平
成
27
年
度
講
座
に
つ

い
て
は
、
４
月
以
降
に
中
央
公
民

館
内
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
示

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
を
利
用
し

て
、
写
真
・
絵
画
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
キ
ル
ト
な
ど
の
展
示
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
示
期

間
は
お
お
む
ね
２
週
間
程
度
、
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
予
約
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
空
き
状
況
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
中
央
公
民
館☎

�
０
０
０
１

　

ア
サ
リ
は
、マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ

科
ア
サ
リ
属
の
二
枚
貝
で
、日
本

か
ら
ア
ジ
ア
大
陸
東
部
の
沿
岸
域

に
分
布
し
て
い
ま
す
。産
卵
期
は

春
と
秋
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、１
個

の
ア
サ
リ
が
数
百
万
個
の
卵
を
産

み
ま
す
。幼
生
は
２
～
３
週
間
海

を
漂
っ
た
後
、砂
に
潜
っ
て
生
活

を
始
め
ま
す
が
、稚
貝
は
河
口
付

近
の
干
潟
な
ど
に
着
底
し
や
す
い

た
め
、川
か
ら
の
大
水
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、ま
た
、干
潟
に
は
稚

貝
を
捕
食
す
る
カ
ニ
や
ヤ
ド
カ
リ

な
ど
の
生
物
も
多
い
た
め
、漁
獲

サ
イ
ズ
に
な
る
ま
で
に
は
か
な
り

の
稚
貝
が
減
少
し
ま
す
。近
年
、

か
つ
て
ア
サ
リ
が
採
れ
て
い
た
干

潟
を
再
生
す
る
た
め
の
手
法
と
し

て
、干
潟
に
砂
利
や
カ
キ
殻
を
加

工
し
た
粒
な
ど
を
入
れ
た
網
袋
を

置
き
、着
底
し
た
稚
貝
を
保
護
す

る
方
法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

賀
田
湾
に
流
入
す
る
古
川
の
河

口
干
潟
で
は
こ
の
取
り
組
み
が

数
年
続
け
ら
れ
て
お
り
、１
袋
に

５
０
～
１
０
０
個
の
稚
貝
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、尾
鷲
湾
の
弁
財
島
で
も
同

程
度
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、ア
サ
リ
を
養
殖
す

る
試
み
も
見
ら
れ
ま
す
。コ
ン
テ

ナ
等
の
容
器
に
入
れ
て
常
に
餌
の

多
い
水
深
に
吊
る
し
て
お
く
こ
と

で
、自
然
環
境
よ
り
も
は
る
か
に

速
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。市
が
実
施
し
た
尾
鷲
湾
で
の

養
殖
試
験
で
は
、
夏
に
２
・
５
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
春
に
は

３
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
り

ま
し
た
。数
年
前
か
ら
、こ
の
網

袋
式
採
し
ゅ
び
ょ
う苗

と
養
殖
に
取
り
組
ん

で
い
る
鳥
羽
の
浦
村
で
は
、養
殖

さ
れ
て
い
る
状
態
の
良
い
ア
サ
リ

が
増
え
た
こ
と
で
産
卵
数
が
増
え

た
た
め
か
、１
袋
に
１
０
０
個
程

度
だ
っ
た
稚
貝
が
最
近
で
は
多
い

も
の
で
１
、０
０
０
個
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

中央公民館に
ついて

ア
サ
リ

平
成
27
年
度
講
座
・

サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内

１
階
ロ
ビ
ー
の
ご
案
内



⓯

　

私
た
ち
の
回
り
に
は
、細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
あ
り

ま
す
。妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力(

免
疫)

は
、百
日
咳
で
は
生
後
３
カ
月
ま

で
に
、麻
し
ん（
は
し
か
）で
は
生

後
12
カ
月
に
は
ほ
と
ん
ど
が
自
然

に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
、赤

ち
ゃ
ん
自
身
で
免
疫
を
つ
く
っ
て

病
気
を
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、か
か
っ
て
し
ま
う

前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
、そ

の
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
作
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
と
は
…

　

ワ
ク
チ
ン
は
、感
染
症
の
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

を
精
製・
加
工
し
て
、病
原
性

（
毒
性
）を
弱
め
た
り
な
く
し

た
り
し
て
、体
に
安
全
な
状
態

に
し
た
も
の
で
す
。ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
れ
ば
、そ
の
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
る
、あ

る
い
は
、か
か
っ
て
も
軽
く
す

む
よ
う
に
、予
め
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
の

健
康
を
守
る
有
効
な
手
段
な

の
で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
し
く
み
と
役
割

　

子
ど
も
が
麻
し
ん
に
自
然

に
か
か
っ
て
治
る
と
、「
こ
の

子
は
も
う
、麻
し
ん
に
は
か
か

ら
な
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。こ

れ
は
、子
ど
も
の
体
内
に
麻
し

ん
に
対
す
る
免
疫
が
で
き
る

か
ら
で
す
。ワ
ク
チ
ン
は
、こ

う
し
た
自
然
感
染
と
同
じ
し

く
み
で
、私
た
ち
の
体
内
に
免

疫
を
作
り
ま
す
。た
だ
し
自
然

感
染
の
よ
う
に
そ
の
病
気
を

発
症
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
安
全
な

状
態
で
免
疫
を
作
り
ま
す
。接

種
後
に
症
状
が
出
ず
、た
と
え

症
状
が
出
て
も
軽
く
す
み
、他

の
人
へ
う
つ
さ
せ
な
い
こ
と

も
、ワ
ク
チ
ン
の
利
点
で
す
。

し
か
し
、自
然
感
染
に
く
ら
べ

て
免
疫
力
は
弱
い
た
め
、１
回

の
接
種
で
は
充
分
で
な
く
、ワ

ク
チ
ン
の
種
類
の
よ
っ
て
は
、

何
回
か
に
分
け
て
の
追
加
接

種
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。　

※
予
防
接
種
は
個
別
接
種
が
原
則

で
、接
種
年
齢
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。子
供
の
体
調
、病
気

の
流
行
状
況
を
み
て
、
か
か
り

つ
け
医
と
相
談
し
て
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
号
の
Ｐ
17
に
予
防
接
種

計
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。母
子

健
康
手
帳
を
確
認
し
な
が
ら

す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

予
防
接
種
で
子
ど
も
を

感
染
症
か
ら
守
ろ
う
！

　

春
の
風
に
誘
わ
れ
て
、ご
ぶ
さ

た
し
て
い
た
水
辺
を
歩
い
て
き
ま

し
た
。
足
も
と
に
目
を
や
る
と
、

暖
か
な
光
り
を
浴
び
て
チ
ョ
ウ
ジ

ソ
ウ
の
芽
生
え
が
動
き
出
し
て
い

ま
し
た
。も
う
少
し
で
花
が
咲
き

そ
う
で
す
。

　

チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
は
、横
か
ら
見

た
花
の
形
が「
丁
」の
字
に
見
え
る

と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
に
水
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。河
川
や
湖
沼
に
近
い
湿
っ
た

原
野
に
生
え
、全
国
に
分
布
し
ま

す
が
、北
海
道
か
ら
本
州
中
北
部

辺
り
が
分
布
の
本
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。紀
伊
半
島
で
は
尾
鷲
も
含

め
、海
辺
付
近
の
湿
地
に
偏
っ
て

見
ら
れ
ま
す
。湿
地
の
開
発
な
ど

に
よ
っ
て
絶
滅
し
た
生
育
地
が

多
く
、チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
が
自
生
し

て
い
る
県
や
国
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
で
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
は
き
れ
い
で
す
が
、中
毒
症

状
を
引
き
起
こ
す
ア
ル
カ
ロ
イ
ド

を
全
草
に
含
む
有
毒
植
物
で
す
。

近
年
シ
カ
の
食
害
に
よ
り
多
く
の

植
物
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、チ
ョ
ウ

ジ
ソ
ウ
は
こ
の
毒
の
お
か
げ
で
シ

カ
の
食
害
か
ら
免
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、市
内
の
自
生
地
で
は
チ
ョ

ウ
ジ
ソ
ウ
も
周
囲
に
食
物
が
な
く

な
っ
て
き
た
の
か
、新
芽
が
よ
く
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
で

は
尾
鷲
か
ら
チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
が
絶

え
て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配
で
す
。

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ

（
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
）

チョウジソウの花
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お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kumanokodocenter.com/

お問い合わせ
    夢古道おわせ　☎�１１２４
    ホームページ http://yumekodo.jp/

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1時～3時受付）を
開催しています。

◎企画展「クマノのArtist 2015～熊野の誘
いざな

い」
　熊野で暮らしながら芸術活動を展開するアー
ティストを毎年紹介していきます。今年は、独特な
熊野の世界観が溢れる油絵を描く新谷武文さん、
熊野灘で釣り上げた魚の美しさをカラーの魚拓で
表現するアート魚拓の山本貴也さん、木のぬくもり
と使い心地を一番に考える家具職人竹内健悟さん
の作品を一堂に展示します。
　◇期　間　４月 11 日㈯～５月 10 日㈰
　　　　　　午前９時～午後５時　 ※会期中無休
　◇入場料　無料

【付属イベント】
● 制作実演「アート魚拓」
　◇日　時　４月 12 日㈰
　　　　　　午前 10 時 30 分～正午
　◇参加料　無料
● ギャラリートーク
　◇日　時　４月 12 日㈰
　　　　　　午後 1 時 30 分～２時 30 分
　◇参加料　無料
● ワークショップ「ヒノキのスツール作り」

軽くて便利な丸いすを作ります。
　◇日　時　４月 19 日㈰
　　　　　　午後 1 時 30 分～３時
　◇参加料　2,500 円
　◇定　員　15 人（要事前申込）
　◇受　付　4 月 12 日㈰まで
　　　　　　※応募者多数の場合抽選となります。

◎連続講座「はじめての古文書」
　古文書の基礎的な知識習得を目指す入門講座で
す。尾鷲古文書を中心に、地域の歴史や文化に触れ
ながら１年間楽しく学びましょう。
◇日　時　４月 11 日㈯　午後１時～ ３時
◇参加料　1,000 円／年間（資料代を含む）
◇定　員　20 人（要事前申込・先着順）
　※ 5 月以降の開催日についてはホームページを
　　 ご覧ください。

新しい古道の歩き方　　　　４月２日㈭　受付開始
◎もう１つの熊野古道～筏師の道　
　熊野川流域に国道がなく、熊野川や北山川が重要
な交通路だったころ、上流で組んだ筏を下流域に流
した後、筏師が戻るために辿った『筏師の道』木津呂
（熊野市紀和町）から、瀞峡で有名な田戸（奈良県十津
川村田戸）を歩きます。復路は、瀞峡から和船に乗っ
て木津呂まで戻る、川の旅をご案内致します。
※健脚向き
◇日　時　５月２日㈯　午前９時～午後３時
◇参加料　2,500 円（乗船代、保険料を含む）
◇定　員　15人 ( 要事前申込・先着順 )
◇場　所　紀和町木津呂

● お母ちゃんのランチバイキング　午前 11 時～午後 2 時
● 夢古道の湯　午前 10 時～午後 9 時
　毎月26日はお風呂の日　子供（4歳～小学生）料金300円が 100円です。※３歳以下無料

夢古道おわせ４月のお知らせ

熊野古道センター４月のお知らせ

◎特別展「油彩で熊野古道を描く参加者作品展」
　講師に伊藤清和氏を迎え、年４回開催した、「油彩
で熊野古道を描く」の成果発表として、参加者と講
師が制作した熊野古道の風景作品を展示します。
◇日　時　４月 26日㈰まで
　　　　　午前 10時～午後３時　※会期中無休
◇入場料　無料

◎県民の日「尾鷲ヒノキのコースターづくり」
　金具や接着剤などを一切使わないので、小さなお
子様にも気軽に楽しんでいただけます。
◇日　時　４月 18日㈯　午後１時～午後３時
◇参加料　100円
◇定　員　30人（申込不要・先着順）
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当 番 医

当 番 薬 局

午前９時～午後 5 時

　時間は原則として午前９時〜午後５時
　救急医療情報システムは☎�１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に、紀北医師会の当番
医が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話

４/ ５ 三 木 浦 診 療 所 �２３１６

４/19 西 村 整 形 外 科 �３２１０

月　日 薬　局　名　

４/ ５ く ろ だ 薬 局 病 院 前

４/12 く ろ だ 薬 局 病 院 前

４/19 く ろ だ 薬 局 病 院 前

４/26 く ろ だ 薬 局 病 院 前

４/29 く ろ だ 薬 局 病 院 前

休日の急病はこちら

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

日 時 コ ー ス 集 合 場 所 ほ か

４月 19 日㈰
午前８時 30 分～午後１時 30 分

曽根まちなかと浄の城
With つつじまつり

浄の城で自由行動の時間をと
ります。つつじまつりを楽し
んでください。

【曽根へ直接お越しの場合】
集合場所　旧飛鳥幼稚園運動場
受　　付　午前８時 30 分～９時

【ＪＲを利用する場合】
集合場所　尾鷲駅　　尾鷲駅発　午前７時 35 分
※帰り　賀田駅発　午後２時 19 分

【持 ち 物】敷物、お茶、お弁当、タオル
※必ず、事前に下記まで電話か直接申込してください。
※申込受付は４月１日㈬からです。（平日：午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※参加費無料
※雨天の場合中止。

種類 接種回数 勧奨年齢

ヒブ
初回 ３回 生後２月～生後７月
追加 １回 初回接種（３回）終了後、7 月から 13 月までの

間隔をおいて

小児肺炎球菌

初回 ３回 生後２月から生後７月に至るまでの間
追加 １回 生後 12 月から生後 15 月に至るまでの間、初

回接種終了後 60 日以上の間隔をおいて
※ただし、初回２回目及び３回目の接種は生後 24 月に至るまでに行う
こととする。また初回接種開始時期が生後２月から７月までで、初回２
回目が生後 12 月を超えた場合は初回３回目は実施しません。

BCG １回 生後１歳に至るまで

４種混合
１期初回 ３回 生後３月に達した時から生後 12 月に達するまで
１期追加 １回 初回接種（３回）終了後、12 月に達した時から

18 月に達するまで
二種混合ＤＴ ２期 １回 11歳以上13歳未満

MR（麻疹・風疹） １期 １回 生後12月から生後24月に至るまで
２期 １回 平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれの児

日本脳炎 ※

１期初回 ２回 ３歳に達した時から４歳に達するまで

１期追加 １回 初回接種後、おおむね１年を経過した時期
４歳に達した時から５歳に達するまで

２期 １回 ９歳以上13歳未満

※ 特例
平成17年度から平成21年度にかけての接種の積極的勧奨
の差し控えにより、予防接種を受ける機会を逸した人（平成
７年４月２日生まれから平成19年４月１日までに生まれた
人）に対する定期接種の対象者は、「20歳未満の人」とする

子宮頸がん ３回 中学１年生の女子（平成25年６月14日～積極的
勧奨差し控え中）

水痘 ２回 生後12月から生後36月に至るまで。３月以上、
標準的には６月から12 月までの間隔をおいて

定期予防接種
予 防 接 種 計 画

任意予防接種　※接種を受けるには助成券の申請が必要です。
①健康長寿推進係に任意ワクチン接種券交付申請をし、ワクチン接種券の交付を受ける。
②予防接種受託医療機関において、接種券を提出して予防接種を受ける。

種類 接種回数 対象者
水痘 １回 ３歳以上～高校３年生に相当する年齢以下の

水痘定期予防接種の未接種の人
おたふくかぜ １回 １歳以上～高校３年生に相当する年齢の人

ロタウイルス
ロタリックス ２回 生後６週以上～生後24週０日の人
ロタテック ３回 生後６週以上～生後32週０日の人

MR（麻疹・風疹） 未接種回数 高校生３年生に相当する年齢以下のＭＲ定期
予防接種の未接種者

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
　平成 26 年 10 月から定期
予防接種になりました。今年
度の対象者は右記のとおりです。
　平成 28 年３月 31 日まで
に接種してください。なお、
これまでに市の任意接種助成
を受けたことがある人は対象
外です。

種類 接種回数 対象者

肺炎球菌 定期 生涯１回
・平成 27 年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
  95 歳・100 歳の人　　　
・予防接種施行令で定める 60 歳～ 64 歳の人（注１）

注１ 心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する
       人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有す
       る人

このページの申請・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１
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◎
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
20
日
㈪

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
１
時
20
分

　
大
川　
哲
次　
弁
護
士

◎
司
法
書
士
相
談
（
要
予
約
）

　
21
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
仲　
芳
秀　
司
法
書
士

◎
行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
22
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上　
輝
佐
子　

 

行
政
相
談
員

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
10
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
１

　
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

に
お
け
る
議
案
の
審
議
内
容
、
採

決
結
果
等
に
つ
い
て
の
議
会
報
告

会
を
左
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
へ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・７
日
㈫ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
須
賀
利
漁
民
セ
ン
タ
ー

　
古
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・８
日
㈬ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
三
木
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
向
井
ふ
れ
あ
い
会
館

・９
日
㈭ 

午
後
６
時
～
７
時
30
分

　
早
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・９
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
大
曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・10
日
㈮ 
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
賀
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・14
日
㈫ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
九
鬼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
梶
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・16
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・17
日
㈮ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
坂
場
ク
ラ
ブ

　
天
満
集
会
所

　
三
木
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・20
日
㈪ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
中
川
集
会
所

・21
日
㈫ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
大
滝
集
会
所

・22
日
㈬ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
髙
町
会
館

・23
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
市
役
所

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
議
会
事
務
局
☎
�
８
２
１
１

　
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
、左
記
地

区
の
各
戸
に
、１
台
ず
つ
市
か
ら

エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
受
信
端
末
を
配

付（
無
償
貸
与
）し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
防
災
専
用
小
型
テ
レ
ビ

で
、自
宅
な
ど
で
映
像
・
音
声
・

文
字
に
よ
り
、防
災
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
配
布
地
区

梶
賀
・
曽
根
・
賀
田
・
古
江
・

三
木
里・名
柄・三
木
浦・早
田・

九
鬼
・
須
賀
利
・
行
野
・
大
曽

根・向
井・矢
浜
一
丁
目・中
川・

小
川
東
・
瀬
木
山
・
林
・
朝
日
・

港
・
中
井
・
北
浦
・
天
満

※
対
象
地
区
で
受
信
端
末
を
受
け

　
取
っ
て
い
な
い
人
は
左
記
へ
連

　
絡
し
て
く
だ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
室
☎
�
８
１
１
８

　
九
鬼
セ
ン
タ
ー
・
九
鬼
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

移
転
し
ま
す
。

　
新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
は
、

４
月
13
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。

新
住
所　
九
鬼
町
２
５
５
番
地

新
連
絡
先　
☎
�
２
１
６
４

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
２
０
１

①
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

期
間　
４
月
１
日
㈬
～
６
月
１
日
㈪

縦
覧　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、

　
　
　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

②
課
税
台
帳
兼
名
寄
帳
の
閲
覧

期
間　
通
年

閲
覧　
本
人
の
課
税
台
帳
兼
名
寄

　
　
　
帳
の
記
載
事
項

①・②
共
通
事
項

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

　
　
　
者・納
税
管
理
人
な
ど

場
所　
税
務
課

用
意
す
る
も
の

（
縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
無
料
）

・本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

  

免
許
証
な
ど
）

・代
理
人
は
、委
任
状
と
本
人
確
認

  

が
で
き
る
も
の

・税
務
課
窓
口
で
手
続
き
す
る
人

  
の
印
鑑

　
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
☎
�
８
１
７
２

有
料
広
告
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
６月号の締め切りは、４月 20 日㈪です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

軽自動車税の納期限は４月 30日㈫です。　　税務課　☎�８１７３

 

市　
民　
相　
談

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
受
信

端
末
配
布
に
つ
い
て

九
鬼
セ
ン
タ
ー
と
九
鬼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

を
新
設

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

kousitsu25
タイプライターテキスト

kousitsu25
タイプライターテキスト

kousitsu25
タイプライターテキスト

kousitsu25
長方形



⓳

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
、４
月
１
日
か
ら
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
失
業
や
離
職
、借
金
問
題
な
ど
、

経
済
的
に
不
安
の
あ
る
人
へ
の
相

談
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
対
象

仕
事
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
相
談
可

能
で
す
。

※
支
援
の
内
容
に
よ
り
収
入
等
の

　
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
３
２
４
６

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
３

　
市
内
に
居
住
す
る
概
ね
65
歳
以

上
の
単
身
世
帯
・
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
あ
っ
て
、
心
身
の
障
が
い

及
び
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
調
理

が
困
難
な
人
に
週
３
回
を
限
度
に

夕
食
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
１

　
３
月
と
４
月
は
、転
出
や
転
入
、

就
職
、退
職
な
ど
が
多
い
月
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
変
更
が
必
要

な
人
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
１
９
３

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
、
就
学
費
用
の
一

部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
４
月
中
旬
以

降
に
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
１

　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
制

度
の
４
月
入
学
の
申
込
期
限
は
４

月
30
日
㈭
で
す
。

　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
制

度
と
は
、「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
」と
、修
業
後
に「
修
了
支
援

給
付
金
」を
支
給
し
、資
格
取
得

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象
と
な
る
資
格

　
看
護
師（
准
看
護
師
）・
介
護
福

　
祉
士・
保
育
士・
理
学
療
法
士・

　
作
業
療
法
士

●
支
給
の
対
象
と
な
る
人

　
市
内
在
住
の
１
人
親
家
庭
の
父
、

　
ま
た
は
、
母
で
一
定
の
条
件
を

　
満
た
す
人

　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

　
地
震
な
ど
に
備
え
て
、
住
ま
い

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
無
料
耐
震
診
断

・
耐
震
補
強
設
計
の
補
助

・
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

建
設
課　
☎
�
８
２
４
２

　
尾
鷲
総
合
病
院
で
は
、健
康
で

熱
意
が
あ
る
、病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

・
玄
関
受
付
、病
院
内
の
案
内

・
患
者
さ
ん
の
移
動
補
助
な
ど

【
活
動
日
時
】

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
月
平
均
１
～
２
回
の
活
動

　
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
総
合
病
院　
☎
�
３
１
１
１

　

尾
鷲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
年
度
の
新
入
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

◆
原
則
、
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

◆
草
刈
・
除
草
・
剪
定
・
清
掃
・

　
２
～
３
時
間
の
軽
作
業
な
ど

※
詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
４
５

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

４ 月 ４ 日 ㈯・５ 月 ２ 日 ㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎㉒２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

「三木浦こいやぁ」は４月18日㈯に開催します。

　三木浦　　４月  １日㈬
　曽　根　　４月  ２日㈭
　三木里　　４月  ６日㈪ ～９日㈭
　梶　賀　　４月 10 日㈮
　古　江　　４月 13 日㈪ ～16 日㈭
　賀　田　　４月 20 日㈪ ～23 日㈭
お問い合わせ

クリンクルセンター ☎�０６０５

し尿くみ取り日程

　　老人クラブ４月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら ６・20 日 午前９時 30 分～ コ ー ラ ス ８・23 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ 13・27 日 午前９時 30 分～ 民 謡 ２・16 日 午前 10 時～

俳 句 13 日 午後１時 30 分～ 生 花 10・24 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 14・28 日 午前 9 時 30 分～ 日 舞 ３・17 日 午前９時 30 分～

書 道 １・15 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 10・17 日 午後１時 30 分～

茶 道 １・15 日 午後０時 30 分～

食
の
自
立
支
援
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

国
保
の
加
入
脱
退
手
続
き

就
学
援
助
の
申
請

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
制
度

木
造
住
宅
の
耐
震
化

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
へ

の
相
談
窓
口
が
で
き
ま
す



《
一
般
図
書
》

・
サ
ー
カ
ス
の
夜よ

る
に　
　
小お

が
わ川　
糸い

と　
著

　
病
に
よ
り
身
体
の
成
長
が
十
歳
で
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
少
年
は
、か
つ
て
幼
い
頃
に
見
た
サ
ー
カ

ス
に
あ
こ
が
れ
、街
は
ず
れ
に
あ
る
サ
ー
カ
ス
に

入
団
し
た
。色
々
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
日
々

を
豊
か
に
過
ご
す
個
性
的
な
仲
間
た
ち
に
見
守
ら

れ
て
、少
年
が
成
長
し
て
い
く
物
語
。

・
お
に
ぎ
ら
ず
ア
イ
デ
ア
帳ち

ょ
う　
　

金か
な
ま
る丸　
絵え

り

か
理
加　
著

　

 

握
ら
な
い
か
ら『
お
に
ぎ
ら
ず
』？

　
ラ
ッ
プ
の
上
に
の
り
を
の
せ
て
、
ご
飯
と
具
材

を
の
せ
て
、
に
ぎ
ら
ず
に
は
さ
む（
包
む
）だ
け
。

　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
よ
う
に
切
り
口
を
見
せ
る
と

ス
テ
キ
な
お
弁
当
に
！ 

春
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
！

そ
の
他

・
残
り
の
人
生
で
、
今
日
が
い
ち
ば
ん
若
い
日　
　
盛も

り
た田　

隆り
ゅ
う
じ二　

著

・
油
絵　
わ
か
り
や
す
い
混こ

ん
し
ょ
く色教

室　
　
鈴す

ず
き木　

輝て
る
み實　

著

《
児
童
図
書
》

・
じ
ゅ
ん
び
は
い
い
か
い　
　
荒あ

ら
い井　

良り
ょ
う
じ二　

作

　
春
の
足
音
が
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。「
さ
あ
み

ん
な
、
そ
ろ
そ
ろ
じ
ゅ
ん
び
は
い
い
か
い
？
」
山

も
森
も
公
園
も
、
花
や
鳥
も
、
冬
か
ら
春
へ
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
。
は
ず
む
文
章
と
あ
ざ
や
か
な
色
彩

で
新
し
い
生
活
を
応
援
す
る
荒
井
良
二
の
春
呼
び

絵
本
で
す
。

そ
の
他

・
は
る
の
お
と
が
き
こ
え
る
よ　
　
Ｍ・デ
ー
ン・バ
ウ
ア
ー　
文

・
あ
ま
ね
く
神

し
ん
り
ゅ
う竜
住す

ま
う
国く

に　
　
　
荻お

ぎ
わ
ら原　
規の

り
こ子　
作

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

３
日
㈮
～
４
日
㈯

金
星
・
木
星
・
ほ
か

10
日
㈮
～
11
日
㈯

か
に
座
散
開
星
団
プ
レ
セ
ぺ
ほ
か

17
日
㈮
～
18
日
㈯

　
し
し
座
レ
グ
ル
ス
ほ
か

24
日
㈮
～
25
日
㈯

上
弦
前
の
月
ほ
か

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

　
寿
文
庫
運
営
委
員
会
は
、
厄
年

や
祝
い
年
の
人
か
ら
図
書
購
入
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
運
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
厄
年
・
祝
い
年
や
一

般
の
人
を
あ
わ
せ
て
68
人
の
皆
さ

ん
か
ら
３
６
万
６
、０
８
３
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
読
書
の
日（
特
別
企
画
）

　
自
由
参
加 

・
日
時　
４
月
23
日
㈭

　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象　
幼
児
～
小
学
生

・
内
容　

 

人
形
劇 

「
き
き
み
み

ず
き
ん
」ほ
か

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

・
日
時　
４
月
２
日
㈭

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、
指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は
「
１
歳
児

以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

・
日
時　
４
月
９
・
16
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

・
日
時　
４
月
11
・
25
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
紙
芝

居
ほ
か

４
月
の
休
館
日

　
６
・
13
・
19
・
20
・
27
・
29
日

※
30
日
は
午
後
５
時
ま
で
特
別
開

　
館
し
ま
す
。
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０
１
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成
２
7
年
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４
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発
行
日
　
平
成
２
7
年
４
月
１
日

編
集
者
　
尾
鷲
市
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.734

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!

編　
集　
後　
記

　

冬
の
間
は
寒
く
て
隠
れ
て
ば

か
り
だ
っ
た
我
が
家
の
メ
ダ
カ

が
、
水
面
へ
顔
を
出
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
メ
ダ
カ
を
ぼ
ー
っ

と
眺
め
る
時
間
を
も
う
少
し
取

り
た
い
の
で
す
が
、
今
年
度
は

難
し
そ
う
で
…
残
念
で
す
。

広
報
紙
を
作
る
こ
と
に
携

わ
っ
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

家
族
、
同
僚
、
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
、
広
報
紙
を
作
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
の
た

め
に
、
新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど

ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

♠
４
月
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
・

就
職
・
転
勤
な
ど
で
新
し
い
環

境
で
生
活
す
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
広
報
お
わ
せ
で

は
、
今
年
度
も
尾
鷲
市
の
情
報

を
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

天
文
科
学
館 

☎
�
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人　の　動　き
（２月末現在）

　人　口 19,503 人　　（前月比 -41）
  （男 9,067 人　女 10,436 人）

　世帯数 9,831 世帯（前月比 -20）
　転　入　 28人　 　転　出　40 人
　出　生　  ４人　　 死　亡　33 人

その他     １人　（住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

大

お
わ
せ

図 

書 

館 
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